
【栃木県立今市工業高等学校】

・建設業に関する専門工事（８種）を実際に体験する
→建設業が多くの職種で成り立っていることや、多くの人との関わ
りの中で建物ができていることを知る

・企業技術者から直接施工技術の指導を受ける
→作業を体験し、プロの持つ技術の高さを感じることや、プロなら
ではの思考に触れる

→自分の将来と結びつけて考えることや目標とする人との出会い
→安全に関する指導など、教員にとっての学びの機会
・自分が担当すべき箇所を責任をもってやり遂げる
→完成した時の達成感や役割を果たした時の充実感など職業人としての意識の高まり

型枠工事

【生徒の感想】
・建設業の仕事は多くの人達の手でつくりあげられている事を自分が体験して改めて感じた。建設業で働く姿が格好良く憧れを抱いた
・簡単そうに見えた作業も、実際に体験してみるととても苦労した。職人さんの速さと仕上がりの違いを実感しました

産業界との連携によるキャリア教育の推進 ～実践的・体験的な学習の一場面より～

左官工事 内装工事

防水工事鉄筋工事

とび工事

清掃工事 ガス圧接工事

県内企業の協力を得て一連の専門工事を実践体験
することを通じ職業観・勤労観を育成

【企業技術者の感想】
・生徒さん一人一人が真剣な表情で作業に取り組んでいました。やりがいや達成感、雰囲気を感じてもらい、建設業への興味を持って
もらう良い機会となっていただけたと思います
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